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２０２５年５月７日 

川崎鶴見臨港バス株式会社 

 

 

カーボンニュートラルの取り組みで業界をリード！！ 

すべての営業所で再生可能エネルギー由来の電気を使用した 

ＥＶバスの運行をスタートしました！ 

 

川崎鶴見臨港バス株式会社（取締役社長 野村 正人、以下「臨港バス」）は、2023 年 4 月に施行開始した改

正省エネ法で義務付けられた非化石燃料車両の導入目標を早期に達成するべく、またカーボンニュートラル社会の実現

に向け走行中にCO2 を排出しない EVバスの導入を進めております。EVバスを導入して運行するだけではなく、動力とし

て使用する電気の発電時の CO2 排出にも着目し、すべての営業所で再生可能エネルギー由来の電気プランを契約し

CO2 フリー電気を使用することで実質 CO2排出量“ゼロ”での EV バス運行に取り組んでいます。 

 今般、EVバスをすべての営業所への配備（4営業所11台）が完了し運行を開始いたしましたのでお知らせいたしま

す。詳細は下記の通りです。 

 

記 

１．CO2フリー電気の使用について 

   EV バスは従来の軽油を使用して走行するディーゼルバスとは異なり、バスに搭載の蓄電池に電気を充電して走行

します。臨港バスでは EV バスの導入に合わせ浜川崎営業所、神明町営業所、塩浜営業所、鶴見営業所すべて

の営業所で EV バス用の急速充電器を設置し、使用する電気は各電気事業者が提供する再生可能エネルギー由

来の CO2 フリー電気プランを契約し、EV バス走行による CO2排出量を実質的に“ゼロ”といたします。 

 

【電気調達イメージ】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

走行時の CO2排出なし 

《従来の電気プラン電気を使用した場合》 

CO2 が発生 

火力発電などで発電 

走行時の CO2排出なし 

実質的に CO2発生なし 

《CO2 フリー電気を使用する場合》 ←当社が採用している電気調達方法 

 

再生可能エネルギー 

由来の電気 

非化石証書 

+ 

※CO2 フリー電気の組み合わせは一例です。 

川崎鶴見臨港バスは、持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 
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２．EVバスの導入台数および契約している電気プランについて 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    現在、臨港バスでは合計11台のEVバスの運行を開始しております。脱炭素の取り組みをさらに加速して

いくため、今年度以降もEVバスの増車を継続して参ります。今後の臨港バスの取り組みにご期待下さい！ 

 

３．お問合せ先 

   経営管理部総務課 TEL：044-280-3421 

 

営業所名
EVバス

台数
電気事業者名

契約している

CO2フリー電気プラン名

浜川崎営業所 1 エバーグリーン・リテイリング㈱ CO2フリープラン

神明町営業所 2 エバーグリーン・マーケティング㈱ エバーグリーンプラン

1塩浜営業所1 4 東京電力エナジーパートナー㈱ グリーンベーシックプラン

1鶴見営業所1 4 東京電力エナジーパートナー㈱ はまっこ電気

合 計 11

鶴見営業所所属車両 

浜川崎営業所所属車両 神明町営業所所属車両 

塩浜営業所所属車両 


